ジャワにおける天変地異と王の神格化 by 深見 純生
はじめに
東南アジア島嶼部は20世紀まで大半が人間の居住に適さない熱帯雨林におおわれていた。
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Mataram 王国が1755年に分裂した際に生まれた, ジョクジャカルタ Yogyakarta 王国のスル
タンを中心に取り上げる。





































と, ひそかに都から逃亡して西に向かった。ベジ Beji 村に至って庵を結んで修行に励んだ









神旗とその名前の由来が何であるにせよ, 天変地異に際して少なくとも 5回, 災厄を除く
ためにこの旗の市内巡回が行われたという。最初は1891年コレラが大流行した時であった。
2回目は1918年12月のインフルエンザ (いわゆるスペイン風邪) の流行に際してスルタン・
ハムンクブウォノ Hamengkubuwono 7 世のもとで行われた。ついで1932年 1 月22日疫病
(コレラか) の流行に対して, ハムンクブウォノ 8世の命令で行われた。1946年 (1947年？)
初め, ペスト対策として日没後にこの神旗が市内を巡回すると, 翌日からペストが消え始め







一晩中瞑想を続けた。王宮内では 7日 7晩にわたって様々な儀礼が行われ, 供物が捧げられ
た。ペストは南海の女王ニャイ・ロロ・キドゥル Nyai Loro Kidul (またはカンジェン・ラ




2) 神旗巡回に関してはいちいち典拠を示さないが, 中島 [1933：3537] および Danumurti [2007 : 12
13] による。 1回目については中島のみ記し, 4 回目は中島によれば1947年である。1932年について
は Soedjana [2003] が写真つきで紹介している。
2006年にも神旗巡回を求める声が上がった。1998年の神旗巡回を知る人はほとんどいない
ようだが, 1946年の事例を覚えている人と, その語りを聞いた人は多かったのである。しか
し, この時王宮は動かなかった。王宮の責任者 (スルタンの弟) はジレンマにあることを認
めつつ, 次のような理由を述べている [Keris 20072 : 1819]3)。

















Sultan Hamangkubuwono X と呼ばれる。スリはサンスクリット語シュリー(吉祥な) が
語源であり, ジャワやバリでは稲の女神の名前でもあるが, ここでは貴人の称号として用い
られている。スルタンはもちろんイスラム世界の世俗君主の称号である。ハムンクはジャワ















Sampeyan Dalem (内裏様) Ingkang Sinuhun (誰もが跪かれる方) Kangjeng Sultan (ス
ルタン陛下) Hamengku Buwana (世界を膝に抱く) Senapati ing Ngalaga (元帥)
Ngabdurrakhman Sayidin Panata Gama (イスラムの寛大な庇護者) Kalifatullah (預言者
ムハマッドの後継者) ingkang Kaping Sadasa (10世) ing Nagari Ngayogyakarta Hadiningrat
(ジョクジャカルタ・ハディニングラット国の)










抱く, ヌゴロはサンスクリット語ナガラ nagara が語源で国, 都を意味するので, マンクヌ
ゴロは国を膝に抱く者というほどの意味である。ジョクジャカルタの王家からも1813年パク
アラム Pakualam 家という分家が生じ, 現在はパクアラム 9世である。パクは上記のように
ジャワ語で軸, アラムはアラビア語からの借用語で世界, 宇宙の意味なので, スラカルタ王
家と同様に全世界の中心軸というほどの意味である。
















史の早い段階から指摘されている [Rouffaer 1918 : 149; Krom 1931 : 167]。28は東西南北の







分解して理解する説もあるが [Krom 1931 : 167], 三十三天 (利天) という神々の住み処
を意味するものとして理解しておきたい。宇宙の中心たる須弥山上にあって, 帝釈天 (イン
ドラ Indra 神) の率いるところであり, 四方に各々八天が配され, その中央に帝釈天が居住















において属国を示している [Robson 1995 : 3334]。それらはマラユ Malayu 地域, タンジュ
ンナガラ Tanjungnagara の島, パハン Pahan 地域, そしてジャワ島の東の 4 方面に分けて
示され, それぞれ24,24,27,36の属国が列挙される。そのほとんどが現在の地名と同定可能
であり, 4 方面がそれぞれ現在のスマトラ島, ボルネオ島, マレー半島, そしてバリ島から
東の島々 (スラウェシを含む) にあたることは明らかである。
ジャワ島からみた島々の地名を挙げるので, 当然ながら東西南北の 4方位には合致しない。






Kerto, プレレッド Plered と移動したが, いずれも現在のジョクジャカルタ市の南東または




スラカルタ宮廷舞踊に通暁する冨岡三智によれば [2010年 6 月 7 日私信], スラカルタ宮
廷には 4方位 kiblat papat の観念がある。すなわち北はクレンドワホノ Krendowahono の森,
南はパラントリティス Parangtritis [海岸], 東はラウ Lawu 山, 西はムラピ山であり, それ
ぞれ王宮を護る神がいる。瞑想を始める前や舞踊ブドヨ・クタワン Bedhoyo Ketawang (第
5 節参照) を上演する前などには, お香を焚いてこれら 4方位に位置する神に祈るという。
クレンドワホノの森では現在も水牛供犠の王宮儀礼が行われ, これはシヴァ 神の妃ド
ゥルガー 	





認識困難である。後述のラブハン labuhan 儀礼が行われる聖地は南 (パラントリティスそば
のパランクスモ Parangkusumo) と北 (ムラピ山) そして東 (ラウ山およびドレピ Dlephi)
に位置する。
しかしながら, ジョクジャカルタにはパトック・ヌガラ pathok negara という東西南北の
四囲がある。パトックは標柱, ヌガラは国の意味なので, 直訳すれば国家標柱である。ジョ
クジャカルタの王宮前広場に面するソノブドヨ Sonobudoyo 博物館の展示パネルによれば
[2010年 8 月29日確認], ジョクジャカルタ王宮が所有する 4 つのマスジッド masjid (モス
ク) のことであるが, もともとは 4人のイスラム法官のことであった。彼らは各々免税村落





Wonokromo にあり, その当時の建立との言い伝えもある [Abdul 1999 : 195197]。筆者は










観念はジャワ暦の 5 曜日にも関係していて, クリウォン Kliwon, ルギ Legi, パヒン Pahin,
ポン Pon, ワゲ Wage の 5曜日はおのおの中心と東西南北にあたり, 5 曜週が市場週とも呼
ばれるのは, その曜日に各々の村に市が立つからである [Rouffaer 1927 : 405。オッセンブ
リュッヘン1987；ピジョー1987参照]。
④ 8方位
1755年の分割前の王都には内宰相 patih jero と外宰相 patih jaba の下に 4 人の内大臣
nayaka jero と 8人の外大臣 nayaka jaba という高官がいた。外大臣ももとは 4人だったが17
世紀後半に 8人になった。内は王宮と王都の諸事を担当し, 外は王族や官吏の采邑が存在す
る内域 nagaragung の統治を担当する。王国分割後は両王国とも宰相 1 人, 内大臣 2 人, 外
大臣 4人になった。しかし, まもなく内大臣は 4人に増員され, 宰相 1人と大臣 8人になっ
た [Rouffaer 1931 : 285288]。ルウファールはここを出発点にして, ジャワでは 4 方位を基
礎にしつつ, 8 方位で全体を表現することも多く, 中心を加えた 9つで小宇宙が形成される
と定式化する。この場合, 中心と四囲 (東・西・南・北) の 5つを中心とみなし, そのまわ
りに四囲 (東北・東南・西南・西北) があるので, 中心と四囲の考え方が繰り返されている
ことになる。 5とともに 9も聖なる数字なのである [Rouffaer 1931 : 288289]。
訶陵とともに 6～ 7世紀のジャワに存在したと考えられる丹丹国における八座がこれに関
係するかもしれない。すなわち『通典』巻188の丹丹伝に「其大臣八人，号曰八座，並以婆
羅門為之」と記される。この国の大臣は 8人いて八座と呼んでおり, みなバラモン (サンス
クリット語ブラーフマナ 
･
) がその地位にあるという。中心 (王) のまわりをすべ
てインドの高文化の担い手であるバラモンで固めていることになるが, 8 方位で全体を表現
する土着の観念がインド的な表現をもったと考えることができよう。
マタラム王国の史書『ババッド・タナ・ジャウィ Babad Tanah Jawi』の神話伝説的な部分
においても, 世界観に関わる重要な箇所で 8 が現れる。始祖アダム Adam に始まる系譜が
語られ, 系譜はいまだ神々の世界だが舞台がいよいよ天上界から地上界すなわちジャワに移
ろうとする場面である (第 3 章) [深見訳 2012a : 157 参照]。すなわち, バタラ・グル
桃山学院大学総合研究所紀要 第40巻第１号88
4) pathok negara でインターネット検索すれば, 多数のインドネシア語のサイトが現れるが, 情報は
錯綜している部分が多い。なお後述のマタラム王国の史書『ババッド・タナ・ジャウィ』にはこの語
は見られない。





神) が地上界に降ろされ, 精霊の王となって 8か所を支配した。





















『パララトン』はシンガサリ (1222～1292) およびマジャパヒト (1293～16世紀初め) 両
王国の諸王の系譜と事跡を語るものであり, 16世紀初め頃に成立したと考えられる。両王国
は別の名前で呼ばれるけれども系譜的には連続している。したがって, 始祖はシンガサリの










[Boechari 2012 : 249272]。
らず『デーシャワルナナ』によれば, 彼は死後には二重の寺院にシヴァとしてまたブッダ
Buddha として葬られたという [Robson 1995 : 53]。つまり死後はシヴァでありブッダであ
るとの位置づけが与えられている。これはシヴァとブッダの両方になったというより, シヴァ






ば, 故人を神格化して祀っているのである [千原1975；Kinney 2003]。
最初期のマタラム諸王の墓所はコタグデに, スルタン・アグン Sultan Agung (位1613～
1646) からはジョクジャカルタの南20キロほどのイモギリ Imogiri に設けられている。そこ
は, ワリ Wali と呼ばれる初期イスラム聖人などの墓所と同様に, 聖なる場所あるいは霊力























年に即位したハムンクブウォノ 9世が, インドネシア独立宣言 (1945年) に続く独立戦争期
の混乱が終わって1950年にラブハンを再開した時, オランダの関与を忌避する意図から誕生
日の翌日に変更したのであった [Purwadi 2007 : 267268]。なお日取りは西暦ではなくジャ
ワ暦6)が用いられる。
通常は南の海岸 (パランクスモ), ムラピ山, ラウ山の 3 か所で各々の精霊の支配者に供
物を捧げる。ジャワ暦のウィンドゥ windu ( 8 年周期) に従って 8年に 1度, ドレピ (また
はドレピ・カヒャンガン Dlephi Kahyangan) でも同じように供物を捧げる。この 4 か所を
東西南北の四囲に見立てる言説もあるが [Argo 2006 : 129135 ; Lucas 2010 : 119], ラウ山と
ドレピは実際にはジョクジャカルタの北東に位置する。通常のラブハンを小ラブハン




の王子の 2人の霊であり, スナン・ラウ Sunan Lawu 1 世, 2 世と呼ばれる。ここにはマタ
ラム王家がマジャパヒト王家の子孫であるとの主張, つまりマタラム王国はマジャパヒト王
国を継承するジャワの正統な王権であるとの主張が込められている [Purwadi 2007 : 268]7)。
他の 3 か所はいずれも南海の女王カンジェン・ラトゥ・キドゥル Kanjeng Ratu Kidul に
関わりがある。南岸のラブハン儀礼はパランクスモの砂浜の囲われた聖地で行われるが, そ
こは海底にある女王の王宮への入り口でもある。マタラム王国の実質的な始祖となるセナパ




照]。南海の女王はニャイ・ロロ・キドゥル Nyai Loro Kidul などの名前でジャワ島の南岸















タマン Juru Taman に与えられ, 玉子を食べると精霊の姿に変身してしまった。そこでセナ
パティはジュル・タマンにグスティ・パネンバハン・サプジャガッド Gusti Panembahan
Sapujagad の名前を与えて精霊の支配者としてムラピ山に遣わしたという [Purwadi 2007 :
269270]。グスティとパネンバハンは尊称であり, サプはジャワ語で掃除する, ジャガッ
ドはサンスクリット語源で世界, 宇宙, 大地の意味なので大地 (世界) を清める尊者という
ほどの意味であろう。ムラピ山のラブハンではこの精霊のみならずその他の土着の精霊たち
にも供物が捧げられる。ドレピは苦行中のセナパティをカンジェン・ラトゥ・キドゥルが訪
ねてきて蜜月を過ごしたと伝えられる場所である [Purwadi 2007 : 265267]。
現在ラブハンは誕生日 (または即位日) の翌日の他, スルタンが子供の結婚に同意した時
などの特別の機会にも行われるが, これはパランクスモでのみ質素に行われ, 参加する一般
人は少ないという [Purwadi 2007 : 268269]。一般のラブハンでは単なる見物人や観光客も
含めて一般人も参加することができ (ただしジャワの伝統衣裳を着なければならない), 観
光案内のパンフレットにも南海と北山の儀式の写真がしばしば掲載される8)。
さて, ラブハンにおいて王と王宮は, 精霊の支配者や精霊たちが必要とする食べ物, 衣服,
花, その他の品物を捧げて援助する。これに対して精霊の王宮は, 王と王国の安寧を維持し,




れる。ムラピ山の民間伝承では精霊たちはとくにムラピ山, ジョクジャカルタ, 南海の 3つ
の王宮の間で頻繁に訪問しあうという。ジョクジャカルタ王宮の儀礼や, 舞踊や音楽などの
芸能行事には, 人間には見えないけれども精霊たちも参加しており, そのような機会には精
霊への敬意を欠かしてはならないのである [Purwadi 2007 : 271 ; Argo 2006 : 96105 ; Lucas





ジャウィ』でそのように予言されており (第 5章) [深見訳 2012b : 6061参照], スラカルタ
桃山学院大学総合研究所紀要 第40巻第１号92
8) このように 3箇所ないし 4箇所のラブハン儀礼は一般に公開されている。これに相前後して王宮内









て, それは 3カ月続いたという伝承が紹介されている [青山2004：4850]。それゆえ今日で
もこの舞踊が行われるときに南海の女王は必ず参列しているのである。クタワンのみならず,
ランバン・サリ Lambang Sari やスマン Semang などのやはり南海の女王に関係づけられる
舞踊が演じられると精霊たちが出席するとされる [Argo 2006 : 135]。なお, クタワンを踊る
のは宮廷の宰相と 8人の高官の娘 (または孫娘) あわせて 9人である。ここにも上で示した
聖なる 9という数字のシンボリズムが現れている。
既述のように, スラカルタの北のクレンドワホノの森は20世紀においてもドゥルガーの森
とみなされている。他方, インド洋の荒波, 強い風, そして断崖絶壁という荒ぶる海のイメー
ジゆえに, とりわけ民間伝承における荒ぶる南海の女王を女神ドゥルガーの転生とみなすの








2006年 5 月に地震が起こった時, ムラピ山は前年から火山活動が活発化していて, この年











たるムラピ山のジュルクンチ ( Jurukunci 鍵番, 番人) である。2006年当時は, カリアデム
西隣のキナルジョ Kinahrejo 村のマリジャン翁 Mbah Maridjan であった。1927年生まれのマ
リジャンは, 1982年に死去した父を継いで, 1983年ハムンクブウォノ 9世によりジュルクン
チに任命された。その時マス・スラクソミヨノ Mas Suraksomiyono という貴族の称号と名
前を与えられ, 翌年父と同じマス・ガベヒ・スラグソハルゴ Mas Ngabehi Suragsohargo と
いう称号と名前に昇進した。マリジャンは周囲の人々からスクティ sekti (霊力。語源はサ
ンスクリット語 ) のある人, イルム ilmu (学問。語源はアラビア語 ’ilmu) のある人と
認められただけでなく, ムラピ登山や観光, またラブハン儀礼などによる「村おこし」に務
















[Asihono 2011 : 23]。
新聞報道によれば, 2006年の強制避難は山の南側の 1万人だったのに対して, この年の避
難者は全方向にわたり38万人を数えた。避難勧告地域は火口から15キロまで拡大した。これ
は火口とジョクジャカルタ中心部のほぼ中間にあたる。今回は火砕流もはるかに大規模であ










マリジャンの息子の一人アシホノ が2011年 4 月 3日スルタンによって新しいジュ
ルクンチに任命され (同時に村長 	
にも任命された), そのもとで2011年 7 月 3 日にラ
ブハンが行われた。そこには早く元の生活に戻りたいという願いが込められている [






り, その途中は, かつて緑におおわれた豊かな村と里山であったとは想像できない, 荒涼と
した土石の堆積地帯であり, 土や砂利, 石を採取するダンプカーが多数行き来している。な






関わる次のような事情がある。日本敗戦 3日後の1945年 8 月17日, インドネシア共和国が独
立宣言を発した時に, ハムンクブウォノ 9世とパクアラム 8世はいち早くこれを支持するこ
と, そしてジョクジャカルタはその中の特別地区であることを宣言した。インドネシア政府







政権の意向に従う人選が行われてきた。しかし, 1998年 5 月スハルト体制が崩壊して民主化





ドヨノ政権 (第 1期2004－2009年, 第 2 期2009－2014年) のもとで, 汚職や非効率などの問
題を抱えつつも, 政治の安定と経済の拡大が維持されている。なお議員と首長の任期はすべ






であるが, これに対してユドヨノ政権は2008年10月 7 日, 大統領令によりハムンクブウォノ
10世の知事職を 3年間延長した。この間に国会でジョクジャカルタ特別州法を制定して正副
知事選出方法を定めようとしたのである。




反対運動が高まり, 1 か月後の2011年 1 月 4 日にはハムンクブウォノ10世は州知事令によっ
て, ジョクジャカルタを共和国都市 (Kota Republik) と宣言し, 1 月 4 日を共和国都市記念
日に制定した。 1月 4日は上記のように, 1946年インドネシア共和国政府要人がジャカルタ
からジョクジャカルタに到着した日である。ハムンクブウォノ10世は, 独立への貢献に訴え
て世襲制維持の立場を鮮明にしたといえる。2011年10月 9 日に大統領令による 3年間の任期
が終わるが, 国会審議はなお結論が出ないので再度大統領令によってもう 1 年間延長され
た10)。








9) 以下では煩を省くため典拠をいちいち示さないが, すべて当時の新聞報道 (とくにコンパス
Kompas) に基づいている。
10) ちょうどその頃2011年11月16～19日, ハムンクブウォノ10世の末娘の婚礼が華々しく執り行われた。
ハムンクブウォノ 7世 (位18771921年) 時代の婚儀を踏襲し, またジョクジャカルタ建市255周年を
兼ねて 4日 4晩様々な祝典が行われた。
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Natural Calamities and Divine Kingship
in Central Java
FUKAMI Sumio
Following the twin natural calamities－an earthquake preceded by a volcanic eruption－that af-
fected Yogyakarta, Central Java, from April to June of 2006, there were calls for the sultan to per-
form his traditional role of appeasing the spirits assumed to be responsible. Such calls had their
origin in Java’s tradition of divine kingship, a tradition which dated back more than a thousand
years. Originally a compound of indigenous factors and cultural influences from India, the tradi-
tion persevered even after Java’s subsequent conversion to Islam. Within it, the sultan was con-
sidered the centre of the world, a descendant of gods who would himself be worshipped as a god
following his death, and who possessed the ability to communicate with the Other World, particu-
larly with those who held sway over Java’s spirit community, by means of (among other things)
the rite of Labuhan.
With more and more people gaining access to modern education and acquiring a rational out-
look, and with even the occupant of the royal palace openly expressing doubts regarding the effec-
tiveness of non-scientific approaches to warding off disaster, Java’s divine kingship tradition has
inevitably been jolted. When the Mbah Marijan, the jurukunci [literally, “key-minder”; respon-
sible for minding cemeteries and holy spots] of Mt. Merapi, in spite of increasingly-frequent vol-
canic activity, rejected the sultan’s personal urging and refused to come down from the mountain,
it is hard to say whether he was upholding or rejecting that tradition. In 2010, Mt. Merapi erupted
again following a period of inactivity, and the obdurate old man became its first victim. Within a
short time, however, the sultan chose the man’s son to succeed his father as jurukunci, and or-
dered him to carry out the Labuhan rites on his behalf without delay.
In this way, Java’s emphasis on maintaining harmonious contacts with the spirit world would
appear to have been sustained. Still more recently, despite the emergence of a democratic
Indonesia where local leaders are elected by popular vote, the position of Governor of the
Yogyakarta Special Region has been declared by national law to be the hereditary fief of the
sultan’s family line. It will be fascinating to observe what kind of part the sultan will play when
the next natural calamity hits Java, as one day surely it must.
